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1.2 地磁気日変化(Sq: Geomagnetic solar daily quiet variation) 
[原因] 
1. 赤道域-中緯度 
    電離圏高度の中性風によって駆動さ
れる電離圏電流 
2．オーロラ帯・高緯度 












   太陽活動依存性＝太陽放射(UV/EUV)の11年周期性 
     季節依存性＝地球の自転軸の傾きの効果 
       地磁気永年変化＝磁場減尐による伝導度の増加 
○起電力(UxB)の変化 































































  ⇒多数の観測点ではどうか？ 
        太陽風駆動のSqp変動と太陽潮汐駆動のSqとの違いがあるか? 
        前者：太陽風・IMF、後者：太陽紫外線 
○分野間の観測データを用いた統合解析の不足 
  ⇒分野横断的な観測データの統合解析(地磁気＋MLT領域の風) 
〇適切な観測パラメタの選択 
    太陽側：太陽黒点、F10.7指数、紫外線 
    地球側：地磁気観測点、電離圏・熱圏データ 
○解析手法やそれに至る仮定の問題 
    太陽活動度を示すパラメータ同士、本当に線形関係か？ 















  地磁気静穏日の閾値の具体化 




   〇太陽関連データ   
         太陽F10.7指数(1947年-2011年) ：1日平均値 
             提供元：NGDC/NOAA 
         太陽紫外線(26-32 nm)(1996年-2011年)：1日平均値 
             提供元：SOHO/SEM 
  〇地磁気関連データ 
         地磁気データ(1900年以降)：1時間平均値、180点以上 
       地磁気指数(Kp指数、1932年-2011年) ：3時間値 





              地磁気Kp指数の1日のデータの中で最大値が4未満 
  ○ 地磁気日変化振幅(Sq場)： 
              1日の変化の最大と最小の差を1月平均値 
  ○太陽活動に関するデータとの相関解析： 







































































































































 （F10.7⇔EUV Nonlinear relationship） 























































E領域：90-150 nm (NO, O, O2) 



















  1．太陽紫外線実データを用いたSq場の解析 
          Res-Sq場の振幅を求めるのに、F10.7指数ではなく、地球超高層大気の
電 離に効く紫外線データを利用する 
         Res-Sq場の振幅トレンドにどのような違いがあるかを考察する 
    2．電離圏電気伝導度モデル値を用いた定量的評価 




    1997年4月以降の太陽活動1周期以上のGPS-TEC値データとF10.7指数  
やEUVフラックスにどのような相関関係があるかを調査する 
4．太陽風の長期解析 
  極域Sqp場の振幅を決めているのは、太陽風であるため、この太陽活動1
周期でどのように太陽風と相関があるか調べる 
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